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【各校の取組状況の把握について】 

◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み，学力の向上を推進                                      管理職による授業参観や教員からの報告等，様々な機会を捉え，取組状況の把握を行う。 

（１）知識・技能の習得 

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項 
○計算や漢字については，個人差
はあるものの意欲的に粘り強く取り
組み，ある程度定着が見られる。 
●身の周りにある物の名前を知らな
かったり，日常生活と関連づけて話
せなかったりして語彙力が乏しい。 

・書くこと・話すこと・聞くことを大
切にし，基礎的・基本的な知識・
技能を身に付けることができる。 
・読書に興味を持ち，語彙数を増
やし，正しい言葉で文章を書いた
り読んだりすることができる。 

・漢字や計算学習を計画的に行い，ミニテストで習熟状況を確認す
る。 
・漢字や日記指導・ノート指導などを充実させ，書く機会を増やす。 
・様々な機会を捉え言語活動を取り入れ，書いたり話したりする表
現活動の充実を図る。 
・学校の読書環境を生かし，本の紹介をするなど，読書に興味が持
てるようにし，語彙力・読解力を伸ばす。 

・文章題を繰り返し解
くなど，問題を工夫し
たり，書かれている内
容を自分で説明させ
たりすることで読解力
を高める。 

・少人数学級のよさを活かして，一人ひとりの学習状
況に合わせて指導することができた。 
・自分の意見の理由を必ず聞くようにすることで，理由
を言うことができるようになってきた。 
・読書の時間をとることで，語彙力が増えた。引き続き
読書の時間を設定する。 

・引き続き漢字・計算の基本
的な学習を継続し，知識・技
能の定着を図る。 
・本の紹介をするなど，読書
から学んだ事を生かして図
書館便りを作り，読書に興
味が持てるようにする。 

（２）思考力・判断力・表現力等の育成 

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項 
○今までの経験や知識を生かして，
自分の言葉で意図が伝わるように
表現しようとする態度が身について
いる児童が多い。 
●一人の意見に流されがちで，自分
の意見を話すことができない児童が
見られる。  
 

・児童一人一人が考えを広げ，
根拠や理由を明らかにし，自分
自身の考えを進んで話したり書
いたりすることができる。 
・全校での話し合い活動などで話
し手の顔を見て話が聞け，話の
内容に反応し，進んで自分の感
想や気づきを発表できる。 

・国語科と関連させながら，問題解決的な学習を展開し，根拠を明
らかにして自分の考えを説明するなどの指導をする。 
・定期的に話し合い活動をし，その中で自己決定や集団決定の場
を設け，それを表現する機会をつくる。 
・思考ツールを利用し，意見や考えを比較・分類することで，自分の
考えを深めたり広げたりする。 

・話し合いをする機会
を設定し，テーマを教
員が精選することで，
内容に充実感をもた
せる。 
・思考ツールを利用し
た授業の展開に努め
る。 

・筋道を立てて考えを自発的に発表しようとする児童
が増え，考えをまとめて書くことができるようになった。 
・少人数のため，低学年ではあまり話し合い活動がで
きていない。全校でする場面をとりたい。  
・話し合い活動では，自分の考えをまとめ進んで発表
し，相手の意見を大事にしながら意見を言えるように
なってきた。友達の意見に流されず、自分の意見に自
信を持って伝えることができるようになってきた。 

・国語科と関連させながら，
相手に分かりやすく伝える
ための言葉を考え，発表の
質を高める。  
・国語科を中心に，特別活
動や道徳などでも話し合う
場面を増やし考えを伝え合
うことができるようにする。 
・児童一人一人が考えを，
広げ深められるよう，授業
改善に努める。 

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成 

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項 
○まじめな態度で学習に取り組み，
自主学習にも意欲的に取り組む児
童が多い。 
●与えられた課題に対して真面目
に取り組むが，自らめあてをもって
学習に取り組む姿勢に欠ける。 

・自ら課題を見つけ，家庭学習や
苦手な課題についても自主的に
取り組むことができる。 
・家庭学習の手引きを利用して，
めあてをもって学習することがで
きる。 

・自主学習の進め方について具体的に児童に提示し，主体的にめ
あてをもって自主学習や読書に取り組めるように指導する。 
・授業では ICT を活用して児童の興味関心を引くような導入を提示
し，写真や動画で記録し職員で共有する。 
・学習の手引きを児童と一緒に考え，定期的に振り返りをすること
で，目標を持ったり課題を見つけたり，意欲的に学習に取り組むこ
とができるようにする。 
・正しい姿勢や鉛筆の持ち方で学習に取り組めるように指導する。 

・教員から課題を与え
ることで自分の課題
に気付かせる。 
・児童同士で，自主学
習ノートを見る機会を
設定し，主体的に取
り組むことができるよ
うにする。 

・家庭学習の取り組みについては個人差があるが，苦
手なところを意識して自分で考え取り組んでいる様子
が見られた。自分で課題を見つけることが難しかった
り，家庭学習が定着しにくかったりする児童には，家
庭と連携し，知識の定着を図れるように取り組んだ。 
・Teamsを活用し，教材や授業案の共有を試験的に行
った。 
・家庭学習の手引きについて，有効な生かし方を一年
間継続することはできなかった。在り方や用い方を見
直す必要がある。 

・授業では ICTを活用して児
童の興味関心を引くような
導入を提示し，写真や動画
で記録し職員で共有する。 
・学習の手引きを児童と一
緒に考え，定期的に振り返
りをすることで，目標を持っ
たり課題を見つけたり，意欲
的に学習に取り組むことが
できるようにする。 
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 全国調査 ４／１８ 

          ステップアップテスト 

伊座利小学校
「 学力向上実行プラン」

○個に応じた分かる授業の創造と実践 
○基礎・基本の徹底 
○主体的・対話的に学ぶ問題解決的な学習の充実 

学力向上推進員   委員 
校長：藤﨑 知幸   研修主任：原 拓馬 

竹岡 玲        低学年：竹原 慎弥 
中学年：濱名 かおり，辰野 收平 
高学年：原 拓馬 

令和６年度 学力向上ロードマップ 

次
年
度
の
取
組
に
向
け
た
情
報
整
理
・
素
案
の
作
成

学
力
向
上

検
討
委
員
会

研
究
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
取
組

★学力向上実行プラン作成
・校内で共通理解
・ＰＴＡ総会で周知
・学校ＨＰに掲載

発問・板書・ノート
指導

学習形態の工夫

各研究部会研修

学
校
運
営
協
議
会
・

学
校
評
議
委
員
会
へ
報
告

校
内
研
修

授
業
研
究
会

校
内
研
修

結果
検証

調
査
結
果
の
分
析
・
取
組
の
検
証

プ
ラ
ン
の
見
直
し

授
業
改
善
の
立
案

確認プリント等を活用した複数回のＰＤＣＡサイクルの実践

授
業
研
究
会

校
内
研
修

授
業
研
究
会 結果

検証

取
組
の
検
証

授
業
研
究
会

校
内
研
修

学
校
運
営
協
議
会
・

学
校
評
議
委
員
会
へ
報
告

学
校
評
価
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

学
校
評
価
の
デ
ー
タ
等
に
よ
る
取
組
の
検
証

分
析
・
検
証
結
果
と
し
て
プ
ラ
ン
の
公
表

次
年
度
に
向
け
た
情
報
整
理
・
素
案
の
作
成

前
年
度
の
実
績
を
踏
ま
え
た
新
体
制
で
の
プ
ラ
ン
作
成

ステップア 
ップテスト 
結果公表 

推進員 
研修会 

全国調査 
結果公表 

全国調査 
「報告書」送付 

授業づくり 
研修会 


